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ラ
と
し
て
の
側
面
も
有
す

る
医
療
分
野
に
は
大
き
な

期
待
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
医
療
の
専

門
職
で
は
な
い
医
療
経
営

士
が
活
躍
す
る
場
面
が
拡

大
し
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
社
会
の
大
き
な

転
換
期
で
あ
る
今
、
本
大

会
が
医
療
経
営
士
と
し
て

何
が
で
き
る
の
か
、
何
を

す
べ
き
な
の
か
を
考
え
て

い
く
場
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

　

さ
ら
に
今
大
会
で
は
こ

れ
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

加
え
、
新
た
に
大
会
前
日

に
病
院
見
学
会
の
実
施
を

検
討
し
て
い
る
。
地
域
医

療
の
現
場
を
体
感
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
全
国
か
ら
集
ま
る

多
職
種
・
多
業
種
の
医
療

経
営
士
と
北
陸
地
域
の
医

『
地
方
創
生
』の
時
代
！

新
た
な
地
域
医
療
の
実
現
を
目
指
し
て

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会（
代
表
理
事
：
吉
原
健
二
）は
、
10
月
31
日（
土
）・
11
月
1
日（
日
）の
両
日
、

第
４
回
目
と
な
る
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会
・
金
沢
大
会（
会
場
：
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）を
開
催
す
る
。

地
域
医
療
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
な
か
で
、
求
め
ら
れ
る
こ
れ
か
ら
の
医
療
経
営
士
像
を
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　

前
回
の
第
３
回
全
国
医

療
経
営
士
実
践
研
究
大

会
・
京
都
大
会
に
は
、
全

国
か
ら
２
日
間
で
延
べ

４
０
０
名
近
く
が
参
加
。

活
気
の
あ
ふ
れ
る
大
会
と

な
っ
た
。

　

舞
台
を
金
沢
に
移
し
て

開
催
さ
れ
る
今
年
度
大
会

の
テ
ー
マ
は
「『
地
方
創
生
』

の
時
代
！　

新
た
な
地
域

医
療
の
実
現
を
目
指
し
て

―
医
療
経
営
士
が
解
決
す

べ
き
課
題
と
担
う
べ
き
役

割
」
に
決
ま
っ
た
。
少
子

超
高
齢
社
会
、
人
口
減
少

社
会
に
お
い

て
、
目
指
す
べ

き
方
向
性
と
し

て
提
示
さ
れ
て

い
る
キ
ー
ワ
ー

ド
が
「
地
方
創

生
」
で
あ
る
。

中
央
集
権
か
ら

脱
し
、
各
地
域

が
自
ら
の
資
源

を
活
か
し
な
が

ら
活
性
化
を
図

っ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る

時
代
に
お
い

て
、
地
場
産
業
、

社
会
的
イ
ン
フ

療
機
関
と
の
新
た
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
足
が

か
り
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

　

３
月
に
は
北
陸
新
幹
線

が
開
通
し
、
首
都
圏
か
ら

金
沢
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
大
幅

に
改
善
さ
れ
た
。
全
国
の

医
療
経
営
士
の
皆
様
に
は

ぜ
ひ
北
陸
の
地
に
足
を
運

び
、
医
療
経
営
に
関
す
る

知
覚
を
研
ぎ
澄
ま
し
、
知

見
を
得
る
機
会
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

演
題
発
表
の
エ
ン
ト
リ

ー
方
法
や
講
演
者
等
の
大

会
詳
細
に
つ
い
て
は
、
決

定
次
第
、
当
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

jmmpa.jp

）
に
て
順
次
公
開

し
て
い
く
ほ
か
、
会
員
向

け
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
等
で

も
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

全
国
大
会
の
カ
ギ
は「
地
方
創
生
」

医
療
経
営
士
の
新
た
な
取
り
組
み
に
期
待

地
元
の
医
療
機
関
へ
の
見
学
会
な
ど

こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
試
み
も
企
画
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医 療
経営士 資格認定試験
試験日 ■受験エントリー期間

　4月3日（金）～
　5月8日（金）
■受験料支払締切日

　5月12日（火）

医療経営士 資格認定試験 日程
受験料

※手数料別途

受験資格

第15回「医療経営士3級」 第9回「医療経営士2級」

試験会場
（予定）

15,400円（税込） 3級取得者
13,400円（税込） 分野受験（分野合格者）8,640円（税込）

年齢、学歴、国籍等の制約はありません

札幌・仙台・東京・金沢・名古屋・
大阪・福岡・鹿児島

札幌・仙台・東京・金沢・名古屋・
大阪・福岡

3級資格認定試験合格者かつ、
本会正会員

団体受験　◇受験者10名を超える場合、団体としてまとめてお申し込みできます。
　　　　　◇一定の条件を満たした場合、認定会場制度をご利用できます。※審査があります

お問い合わせ・お申し込み　一般社団法人日本医療経営実践協会事務局　☎03-5296-1933　http://www.JMMPA.jp/

2015年

21（日）

3級2級 受験エントリー

締切間近！
受験エントリー

締切間近！5月8日（金）まで！

●発　行／一般社団法人
  日本医療経営実践協会
  （JMMPA）
〒101-0033　 東京都千代田区神田岩本町

4-14
  　神田平成ビル7F
●編　集／日本医療企画
●毎月1回発行

2015

5
月号

お問い合わせ先　　一般社団法人 日本医療経営実践協会 事務局　TEL.03-5296-1933　FAX.03-5296-1934　http://www.JMMPA.jp/

第
4
回
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会・金
沢
大
会
の
テ
ー
マ
決
定
！

大盛況となった前回の京都大会。今年もより一層の盛り上がりが期待される

大会運営委員長からの言葉
神野正博氏
社会医療法人財団董仙会理事長
日本医療経営実践協会北陸支部支部長

　現在、社会保障分野においては、団塊の
世代の方々が後期高齢者になる「２０２５
年」に向けてさまざまな動きが始まってい

ます。特に、これからの10年は、国の財政制度、医療・介護の報酬体系・制
度、さらには地域包括ケアシステム、地域医療構想策定などの分野で大
きな変革が待ち受けています。地域医療の持続可能性を守り、患者の安
心はもとより働く医療人が誇りを持てる社会を作り上げていくために、
医療機関の経営者や医療経営士は、知恵を出し、議論し、留まることのな
い自己変革を続けていかなければなりません。
　大会のテーマは発表されたとおりですが、本大会には「地域、医療、そ
して働く医療人に“かがやき”を」というメッセージが込められています。
わが国においても非常に重要な年であるこの２０１５年に金沢で全国大会
を開催させていただくということの意義をしっかりと受け止め、これから
の激動の時代に医療経営士の皆様が誇りと自信を持って仕事をしていく
ための礎にできる大会にしていきたいと思っております。皆様のご参加
を心よりお待ちしております。
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医
療
法
人
社
団
創
造
会

は
、
平
和
台
病
院
を
は
じ

め
介
護
老
人
保
健
施
設
や

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
を

有
し
、
地
域
の
保
健
・
医

療
・
介
護
に
貢
献
す
る「
メ

デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ
構
想
」の

実
現
・
発
展
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
総
務
部
と
業
務

部
で
構
成
さ
れ
る
法
人
事

務
局
は
、「
ヒ
ト
」「
モ
ノ
」「
カ

ネ
」の
三
大
経
営
資
源
の
総

合
的
な
管
理
、
効
率
的
な

調
達
・
運
用
が
主
な
業
務

で
す
。

当
法
人
で
は
、
職
員
の

自
己
啓
発
を

促
し
、
継
続

的
に
学
ぶ
習

慣
を
身
に
付

け
て
も
ら
う

た
め
に
、「
自

費
に
よ
る
推

奨
資
格
取
得

支
援
制
度
」

を
設
け
、
対

象
と
な
る
71

資
格
の
取
得

を
支
援
し
て

い
ま
す
。

全
職
員
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

選
定
し
た
対
象
資
格
に
は
、

介
護
福
祉
士
や
介
護
支
援

専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
）な
ど
の
国
家
資
格
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
検
査
技
能
検
定
や
日

本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
な

ど
の
民
間
資
格
が
あ
り
、

市
場
価
値
を
も
と
に
Ｓ
～

Ｃ
ま
で
ラ
ン
ク
付
け
を
し

て
い
ま
す
。

職
員
は
在
職
期
間
を
通

じ
て
、
対
象
資
格
の
な
か

か
ら
１
人
３
資
格
ま
で
、

①
受
験
料
の
半
額
補
助（
上

限
２
万
１
０
０
０
円
）、
②

資
格
取
得
に
対
す
る
祝
い

金（
図
書
カ
ー
ド
）の
支
給

（
ラ
ン
ク
Ｓ
お
よ
び
Ａ
１
万

円
、
Ｂ
５
０
０
０
円
、
Ｃ

３
０
０
０
円
）を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

医
療
経
営
士
は
理
事
長

に
よ
る
推
薦
も
あ
っ
て
、

２
０
１
１
年
度
か
ら
対
象

資
格
に
加
え
、
ラ
ン
ク
と

し
て
は
１
～
３
級
を
そ
れ

ぞ
れ
Ａ
～
Ｃ
に
設
定
し
て

い
ま
す
。
実
際
に
医
療
経

営
士
を
取
得
し
た
2
人
の

職
員（
と
も
に
2
級
）か
ら

は
、
広
く
医
療
全
般
に
関

す
る
知
識
を
習
得
で
き
、

医
療
・
介
護
に
携
わ
る
方

に
は
有
意
義
な
資
格
だ
と

い
う
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。

自
ら
率
先
し
て
試
験
に

臨
み
、
知
見
を
高
め
る
こ

と
は
立
派
だ
と
思
い
ま
す
。

医
療
経
営
士
に
合
格
し
た

職
員
に
は
、
普
段
の
業
務

の
な
か
で
そ
の
成
果
を
発

揮
し
て
も
ら
う
と
同
時
に
、

法
人
の
広
報
紙
な
ど
を
通

し
て
医
療
経
営
士
の
必
要

性
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
と
し
て
後
に
続
く

職
員
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

医
療
経
営
士
が
所
属
す
る

組
織
の
38・２
％
が
資
格
取
得
を
推
奨
！

報
奨
金・資
格
手
当
を
支
給
し
て
い
る
組
織
は
１
割
未
満

推
奨
資
格
支
援
制
度
の
対
象
資
格
と
し
て

受
験
料
の
半
額
補
助
と
祝
い
金
を
支
給

医
療
法
人
清
和
会
で
は
、

法
人
の
中
長
期
計
画
に
基

づ
き
、
将
来
を
担
う
人
材

の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
医
療
関
係
の
資
格

の
な
か
で
も
、
病
院
経
営

に
役
立
つ
と
み
な
し
た
資

格
に
つ
い
て
は
、
取
得
者

に
賞
与
な
ど
で
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
設
け
て
い
ま
す
。

各
資
格
に
対
す
る
報
酬

額
は
取
得
に
あ
た
っ
て
の

期
間
や
金
額
な
ど
に
よ
っ

て
細
か
く
設
定
し
て
お
り
、

医
療
経
営
士
取
得
者
に
は

賞
与
に
１
万
円
を
上
乗
せ

し
て
い
ま

す
。
推
奨
す

る
資
格
は
、

法
人
か
ら
の

一
方
的
な
提

示
だ
け
で
な

く
、
職
員
か

ら
の
申
告
に

よ
り
認
定
す

る
場
合
も
あ

り
、
職
員
個

人
が
積
極
的

に
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
図
る

土
壌
づ
く
り

を
支
え
て
い
ま
す
。

事
務
部
門
も
チ
ー
ム
医

療
の
一
員
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
た
め
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
の
専

門
知
識
を
高
め
る
こ
と
と

医
療
経
営
士
で
学
ぶ
内
容

が
一
致
し
て
い
る
と
思
い
、

法
人
と
し
て
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
を
設
定
し
ま
し
た
。

診
療
情
報
管
理
室
の
濱

口
さ
ん
は
大
学
在
学
中
に

医
療
経
営
士
３
級
を
取
得

し
、
２
０
１
２
年
に
当
法

人
に
入
職
し
ま
し
た
。
今

ま
で
の
新
卒
職
員
と
は
異

な
り
医
療
に
関
す
る
基
礎

知
識
を
持
っ
て
お
り
、
医

療
ス
タ
ッ
フ
と
ス
ム
ー
ズ

に
会
話
が
で
き
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。
自
信
を
持

っ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で

い
る
姿
を
見
て
、
２
年
目

か
ら
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ

ー
ダ
ー
な
ど
の
責
任
の
あ

る
仕
事
も
任
せ
て
い
ま
す
。

本
人
か
ら
は
、「
過
去
の

医
療
法
改
正
な
ど
医
療
制

度
の
流
れ
を
学
ん
で
い
た

の
で
、
昨
年
の
改
定
に
つ

い
て
も
全
体
的
な
視
点
か

ら
見
る
こ
と
が
で
き
、
理

解
し
や
す
か
っ
た
。
目
標

は
２
級
の
合
格
と
、
Ｄ
Ｐ

Ｃ
デ
ー
タ
の
分
析
を
活
用

し
て
、
病
院
経
営
に
役
立

つ
改
善
を
提
案
し
て
い
け

る
よ
う
に
な
り
た
い
」と
の

話
を
聞
い
て
い
ま
す
。

当
法
人
は
、
院
内
で
の

研
修
だ
け
で
な
く
、
院
外

で
の
研
修
へ
の
参
加
や
学

会
発
表
な
ど
を
積
極
的
に

支
援
し
、
そ
の
実
績
な
ど

も
人
事
考
課
に
反
映
さ
せ

て
い
ま
す
。
今
後
も
自
発

的
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
促

す
一
方
、
継
続
的
な
研
修

で
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

病
院
経
営
に
役
立
つ
人
材
の
要
件
と
し
て
医
療
経
営

士
を
採
用
。ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
土
壌
を
つ
く
る
！

「
資
格
取
得
時
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」集
計
結
果
報
告

　一般社団法人日本医療経営実践協会
では、2015年3月11日～17日にかけ
て、協会会員に対して「資格取得時のイ
ンセンティブに関するアンケート調査」
を実施した。集計結果は3面下段のとお
り。医療経営士が所属する医療機関・企
業において、資格認定試験の受験を推奨
している組織は38.2％、資格取得時に
報奨金または資格手当を支給している
組織は１割未満にとどまった。
　今後、医療経営士の認知度を上げ、多
くの組織のなかに浸透させていくため
には、協会からの積極的な情報発信とと
もに、各会員が所属組織において資格
取得の成果を発揮していくことが求め
られるだろう。
　アンケートの回答を寄せていただい
たなかから、実際にインセンティブを設
けている医療機関・企業の取り組みをレ
ポートする。

法人事務局長の菊地政夫さん（右）と法人事務局業務部統括係長で医療経営士2級の大
橋喜行さん

法人事務部長の野口寿美代さん（左）と診療情報管理室の濱口寛士さん

医
療
法
人
社
団
創
造
会（
千
葉
県
我
孫
子
市
）	

菊
地
政
夫
法
人
事
務
局
長

医
療
法
人
清
和
会	

長
田
病
院（
福
岡
県
柳
川
市
）	

野
口
寿
美
代
法
人
事
務
部
長
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当
院
は
、
急
性
期
を
主

体
に
、
一
般
病
床
（
55
床
）、

医
療
療
養
型
病
床（
56
床
）、

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
病
棟
（
35
床
）
な
ど

を
有
す
る
後
方
支
援
型
病

院
で
す
。
成
田
国
際
空
港

か
ら
車
で
15
分
の
距
離
に

あ
る
こ
と
か
ら
感
染
症
対

策
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

感
染
症
病
棟
（
４
床
）
を

設
置
す
る
な
ど
、
地
域
医

療
へ
の
貢
献
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
２
級
１
名
、
３

級
２
名
の
医
療
経
営
士
が

在
籍
し
て
い
ま
す
。
資
格

取
得
は
職
員
の
自
主
的
な

動
き
で
す
が
、
合
格
時
に

報
奨
金
を
出
す
よ
う
に
し

ま
し
た
。

　

全
職
員
が
医
療
経
営
士

資
格
を
持
つ
の
が
理
想
で

す
が
、
資
格
を
取
っ
た
だ

自
主
性
を
重
視
し
、報
奨
金
を
支
給

意
識
の
高
い
職
員
の
や
る
気
を
後
押
し
す
る

け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て

は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

得
た
知
識
を
病
院
に
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
成
果
に

つ
な
げ
よ
う
と
い
う
意
識

の
高
い
人
に
こ
そ
、
挑
戦

し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
そ

の
た
め
、
病
院
の
指
示
で

受
験
す
る
の
で
は
な
く
、

職
員
の
自
主
性
を
大
切
に

し
た
い
と
考
え
、
報
奨
金

と
い
う
形
に
し
ま
し
た
。

　

昨
年
１
月
に
２
級
を
取

得
し
た
企
画
課
の
伊
東
重

治
課
長
に
は
、
医
療
改
善

委
員
会
の
立
ち
上
げ
や
バ

ラ
ン
ス
ト
・
ス
コ
ア
カ
ー

ド
（
Ｂ
Ｓ
Ｃ
）
導
入
の
中

心
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
伊
東
課
長
は
資
格

取
得
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
会
に
参
加
し
た
り
、
１

級
受
験
を
目
指
す
過
程
で

Ｂ
Ｓ
Ｃ
を
学
び
、
当
院
へ

の
必
要
性
を
感
じ
て
導
入

に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
医

療
経
営
士
資
格
を
取
得
す

る
こ
と
が
、
新
し
い
取
り

組
み
の
ス
タ
ー
ト
に
な
っ

た
の
で
す
。
ま
さ
に
こ
の

動
き
こ
そ
、
医
療
経
営
士

の
本
分
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

当
院
の
医
療
経
営
士
は

現
在
3
名
で
す
が
、
将
来

的
に
は
各
部
門
に
配
置
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す

ね
。
医
師
、
看
護
師
、
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
医

療
経
営
士
の
知
識
を
活
か

し
て
コ
ス
ト
管
理
や
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
を
実
践
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
適
切
な
部
門
運

営
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
彼
ら
が
ま

と
ま
っ
て
病
院
経
営
を
考

え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
経

営
力
は
格
段
に
高
ま
る
で

し
ょ
う
。
職
員
の
や
る
気

を
後
押
し
す
る
こ
と
で
、

病
院
の
質
向
上
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
社
は
、
医
師
専
門
の

人
材
総
合
サ
ー
ビ
ス
企
業

と
し
て
、
求
職
活
動
中
の

医
師
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
と
医
療
機
関
に
対
す
る

医
師
採
用
を
中
心
と
し
た

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

医
師
が
転
職
先
で
長
く

活
躍
で
き
る
よ
う
に
精
度

の
高
い
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実

現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
転

職
先
の
医
療
機
関
が
ど
の

よ
う
な
経
営
方
針
で
今
後

ど
の
よ
う
な
機
能
を
担
っ

て
い
く
の
か
を
的
確
に
把

握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
医
療
業
界

の
動
向
や
国
の
政
策
な
ど

医
療
経
営
全
般
に
関
す
る

知
識
が
不
可
欠
で
あ
り
、

社
員
に
は
医
療
経
営
士
の

資
格
取
得
を
推
奨
し
て
い

ま
す
。

　

３
級
に
関
し
て
は
、
業

務
の
ベ
ー
ス
と
な
る
最
低

限
の
知
識
を
習
得
さ
せ
る

た
め
に
資
格
取
得
を
必
須

と
し
ま
し
た
。
２
級
取
得

者
か
ら
月
額
２
万
円
の
資

格
手
当
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
医
療
経
営
士
を
取
得

し
た
社
員
か
ら
は
、
医
療

経
営
に
対
す
る
知
識
や
関

心
が
高
ま
り
、
医
師
や
事

務
長
と
の
会
話
や
、
社
内

の
情
報
共
有
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
今
後
は
支
部
研
究
会

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促

し
、
社
員
の
さ
ら
な
る
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

医
療
経
営
士

以
外
で
は
、
社

会
保
険
労
務
士

や
Ａ
Ｆ
Ｐ
（
２

級
Ｆ
Ｐ
技
能

士
）
な
ど
に
資

格
手
当
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、

日
経
Ｔ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
を
年

に
２
回
受

験
し
て
も

ら
っ
て
、

７
０
０
点

以
上
の
ス

コ
ア
を
出

し
た
社
員

に
は
手
当
を
支
給
す
る
ほ

か
、
支
社
単
位
で
平
均
点

を
出
し
、
一
定
の
点
数
を

超
え
た
支
社
に
お
い
て
社

員
の
賞
与
を
増
額
す
る
な

ど
、
皆
が
一
丸
と
な
っ
て

努
力
で
き
る
仕
組
み
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
当
社
で
は
マ
ッ

チ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
、
メ
デ
ィ
ア
と
い

っ
た
領
域
に
も
進
出
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
際
、
必
要
と
な
る
の
は

経
済
の
仕
組
み
や
社
会
情

勢
を
理
解
し
、
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
を
創
造
す
る
力
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
医
療
経

営
士
を
は
じ
め
と
す
る
資

格
の
取
得
、
各
種
研
修
を

通
し
て
、
医
療
機
関
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
貢

献
で
き
る
人
材
の
育
成
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

医
療
経
営
士
３
級
取
得
は
必
須
条
件

医
療
機
関
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

医
療
法
人
社
団
徳
風
会	

髙
根
病
院（
千
葉
県
山
武
郡
）	

髙
根	

宏
理
事
長

「医療経営士は今後、病院経営の要となる重要な資格」と語
る髙根宏理事長

企画課兼医療連携室の伊東重治
課長は、経営の方向性を提案する
指南役としても活躍

これからは支部研究会の参加も推奨していきたいと
語る鈴木友紀夫執行取締役（医療経営士2級）

インセンティブに関する
アンケート調査の集計結果

　アンケートの有効回答数は171（最大数、設問に
より異なる）。Q.7の報奨金の額は1万円以下6人、3
万円以下7人、5万円以下2人、Q.8の資格手当は1
万円以下4人、2万円以下1人、5万円以下1人となっ
ている。Q.11の具体的な特典（昇格・昇進等）につい
ては、「昇格基準の試験制度のなかの1つに入ってお
り、資格取得によりポイントが加算される」（金融機関
勤務）、「係長昇格条件」（医療機関勤務）などの回答
があった。また、医療経営士の資格認定制度に関す
る意見（自由記述）では、「急速な受験・会員数増に驚
いている」との回答があった一方、「まだまだ医療経営
士に対する認知度が低い」という声も聞かれた。
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Q1.お勤めの会社や組織で医療経営士の受験を推奨していますか？

Q2.医療経営士の受験費用は会社や組織が負担してくれますか？

Q3.医療経営士の受験にかかる交通費や宿泊費は
会社や組織が負担してくれますか？

Q4.医療経営士の「登録料」は会社や組織が負担してくれますか？

Q5.医療経営士の「年会費」は会社や組織が負担してくれますか？

Q6.医療経営士の「更新手数料」は会社や組織が負担してくれますか？

Q7.医療経営士資格を取得すると報奨金が支給されますか？

Q8.医療経営士資格を取得すると資格手当てが支給されますか？

Q9.医療経営士の活動（研究会、セミナー、講演会出席など）は
業務時間として扱ってもらえますか？

Q10.医療経営士の研究会参加費や交通費などは
会社や組織が負担してくれますか？
Q11.医療経営士資格取得者に対して

上記以外の特典（昇格や昇進等）はありますか？

※グラフ内の数字は回答数

株
式
会
社
メ
デ
ィ
カ
ル・ス
テ
ー
ジ（
東
京
都
品
川
区
）	

杉
田
雄
二
代
表
取
締
役

杉田雄二代表取締役は、基本的な知識を身に付ける
ために３級取得は絶対必要だと話す
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介を交えながら、具体的な決算書の読み解き方
を教わりました。
　会の終盤では参加者が登壇し、１分間のス
ピーチを行い、それぞれ医療経営士になった経
緯や目標を語りました。なかには「１級の取得を
目指しています」と意欲的な発言も飛び出し、会
場は大いに湧きました。
　この日は、医療経営士の資格を持つ上司や同
僚の勧めで医療経営士を取得したり、今回の勉
強会に参加した方が少なくなく、当協会の会員
が医療経営士の良さを感じ、自主的に資格を広
めてくれていることが伝わる良い機会となりま
した。
　勉強会終了後は、希望者による懇親会を催し、
梅原先生はじめ参加者は、杯を酌み交わして親
交を深めました。

　当日は、地元高松市を中心に、徳島・岡山・広
島など中・四国圏、京都・大阪・兵庫など近畿圏、
そして、東京からも医療経営士が駆けつけ、全
20名の参加者は非常に多彩な顔ぶれとなりま
した。
　今回のテーマは、「病院会計の基礎」です。講
師は、書籍『今すぐできる！ ゼロから学べる財務
会計入門』（日本医療企画）の著者である梅原隆
先生（新日本有限監査法人大阪事務所シニア
パートナー）にお願いしました。
　勉強会では、自院の財務内容を理解し、改善
点を見つけることを目標に、貸借対照表と損益
計算書に関する基礎知識を学んだのち、四国が
んセンターや岡山医療センター、高松医療セン
ターなど、公表されている公的病院の損益計算
書を取り上げ、その病院のバックグラウンドの紹

　医療経営実践協会関西支部では3月1日、香
川県高松市のアルファあなぶきホールで、四国
初となる「医療経営士勉強会in高松」を開催しま
した。

四国初の勉強会を高松で開催！
20名が病院会計の読み解き方を学ぶ

　本協会では4月1日より会員制度の改正を行いました。今回の改正では法人会員制度
を全面的に見直して、より自由度の高い内容とするとともに、登録料・年会費が無料の「学
生会員」制度を新たに設け、学生の会員活動を支援します。

●「法人正会員」制度について
「法人正会員」入会時の登録料や会員特典などの見直しを行い、会員特典を増やすとと
もに、より多くの医療機関・企業が協会活動へ参加いただけるようにいたしました。

●法人正会員A、Bを「賛助会員」へ、Cを「法人正会員」へ変更
医療経営士の所属しない医療機関や企業、教育機関を、これまでの「法人正会員A、B」から

「賛助会員」へと変更し、年会費を見直しました。また「法人正会員C」は「法人正会員」へと
名称を変更いたします。

支部NEWS支部NEWS 関西支部

四国初、高松市で開催された勉強会

4月1日より会員制度を改正いたしました！
～法人制度を全面改正し、「学生会員」制度を創設～

●法人正会員の特典として、団体申し込み時の受験料割引を適用
「団体申し込み時の受験料割引」につきましては、会員の皆様ならびに入会をご検討いた
だいている医療機関・企業からご要望が多く寄せられており、このたび実現の運びとなり
ました。割引率につきましては、別途ご相談ください。

●「学生会員」制度について
これまで学生の合格者は、社会人同様、会員登録時に登録料と年会費をお支払いただい
ておりましたが、今後より積極的に学生の受験者を受け入れ、また本協会の活動を知っ
ていただくために、登録料と年会費を「無料」とした「学生会員」を創設いたしました。入会
対象は、医療経営士3級に合格した「専業学生」で、登録後1年間有効となります。1年後に
学生であれば、更新手続きによって「学生会員」を継続いただけます。

会員種別  登録料 年会費 対　象 特　典

賛助会員
（旧法人正会員A、B）

無料
対象：医療機関、教育機関等

10万円（1口）
※ 1口につき 5名まで利用可

正会員は所属しないが、本会の目的
に賛同し、その事業に協力していただ
ける医療機関・企業・団体

・会員証（５部）
・会報誌『理論と実践』（季刊）（５部）
・月刊『ＭＭＳニュース』（５部）
・メールマガジン（担当者あて）
・「医療経営手帳」（５冊）
・推薦図書・雑誌の割引提供（20％）
・セミナー・各種研究会等への参加割引（５名まで）
・会報誌等への広告出稿料割引
・協会イベント等への出展料割引

無料
対象：企業
20万円（1口）

※ 1口につき 5名まで利用可

法人正会員
（旧法人正会員C）

① 40万円
（資本金 3億円以上）

医療経営士登録人数分×1万円
「医療経営士3級」の合格者または正
会員が所属し、かつ本会の目的に賛
同し、その事業に協力していただける
医療機関・企業・団体

・認定証（カードタイプ・賞状タイプ、登録者分）
・会報誌『理論と実践』（季刊、登録人数分）
・月刊『ＭＭＳニュース』（登録人数分）
・メールマガジン
・「医療経営手帳」（登録人数分）
・推薦図書・雑誌の割引提供（20％）
・セミナー・各種研究会等への参加割引
・会報誌等への広告出稿料割引
・協会イベント等への出展料割引
・団体受験時の受験料割引
・講師派遣、教育支援（実費）
・医療経営コンサルティング（相談無料）
※送付物は本社等 1か所へ送付
※追加登録人数制限なし

② 30万円
（資本金 1億円以上 3億円未満）

③ 20万円
（資本金 1億円未満）

※医療機関（病院）については③を適用

④ 10万円
（資本金 5,000 万円未満）

※医療機関（診療所）については④を適用

個人正会員 1万円 1万円
「医療経営士3級」の合格者であり、
本会の目的に賛同し、その事業に協
力していただける個人

・認定証（カードタイプ・賞状タイプ）
・会報誌『理論と実践』（季刊）
・月刊『ＭＭＳニュース』
・メールマガジン
・「医療経営手帳」
・推薦図書・雑誌の割引提供（20％）
・セミナー・各種研究会等への参加割引

学生会員
（専業学生のみ、
1年更新）

無料 無料

「医療経営士3級」の合格者かつ登録
申請時点で専業学生であり、将来、
医療機関や医療関連企業での就業
および正会員への入会を考えている
個人

・認定証（簡易タイプ）
・会報誌『理論と実践』（季刊）
・月刊『ＭＭＳニュース』
・メールマガジン
・推薦図書・雑誌の割引提供（20％）
・セミナー・各種研究会等への参加割引

新会員種別と年会費、特典


